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の
九
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
八
条
の
九
第
九
項
第
四
号
」
を

「
第
二
十
八
条
の
九
第
十
五
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
八
条
の

九
第
九
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
八
条
の
九
第
十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三

項
中
「
第
二
十
八
条
の
九
第
八
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
九
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

施
行
令
第
二
十
八
条
の
九
第
十
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
沖
縄
県
知
事
の
同
条
第
十
二

項
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
項
の
確
認
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。

第
二
十
条
の
十
六
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
九
第
四
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
二
十
八
条
の
九
第
五
項
第
一
号
イ

」
に
、「
第
三
欄
」
を
「
第
四
欄
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
九
第

四
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
二
十
八
条
の
九
第
五
項
第
一
号
イ

」
に
、「
同
号
イ
」
を
「
同
号
イ

」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

施
行
令
第
二
十
八
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
機
械
及
び
装
置
は
、
ガ
ス
業
用
設
備
に
属

す
る
機
械
及
び
装
置
の
う
ち
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備

（
次
項
に
お
い
て
「
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
」
と
い
う
。）及
び
こ
れ
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

施
行
令
第
二
十
八
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
構
築
物
は
、
ガ
ス
貯
槽
（
液
化
ガ
ス
貯
蔵

設
備
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）及
び
液
化
天
然
ガ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
当
該
ガ
ス
貯
槽
と
一
体
と
し
て
設
置

さ
れ
る
送
配
管
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
七
の
二
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
六
十
条
第
一
項
の
対
象
内
国
法
人
（
同
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）が
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
合
併
に
係
る
各
被
合
併
法
人
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
法
人
が
認
定
時
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
の
区
域
（
当
該
対
象
内
国
法
人
が
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三

十
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
時
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
認
定
時
」
と
い
う
。）に
お
い
て
同
表
の
第
一
号

の
中
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
該
当
し
て
い
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）内
に
お

い
て
同
表
の
第
一
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
業（
同
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
な
い
期
間
に
あ
つ
て
は
、

当
該
認
定
時
に
お
い
て
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三
条
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
情
報
通
信
事
業
に
該
当
し
て

い
た
事
業
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
対
象
特
定
情
報
通
信
事
業
」
と
い
う
。）を
行
つ
て
い
た
場

合

当
該
被
合
併
法
人
の
う
ち
当
該
認
定
時
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
対
象
特
定
情

報
通
信
事
業
を
開
始
し
た
日
が
最
も
早
い
法
人
が
当
該
対
象
特
定
情
報
通
信
事
業
を
行
つ
て
い
た
期
間
の
月
数

二

法
第
六
十
条
第
一
項
の
対
象
内
国
法
人
（
同
項
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）が
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
合
併
に
係
る
各
被
合
併
法
人
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
法
人
が
認
定
時
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
（
当
該
対
象
内
国
法
人
が
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

第
四
十
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
時
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
認
定
時
」
と
い
う
。）に
お
い
て
同
表
の

第
二
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
該
当
し
て
い
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

内
に
お
い
て
同
表
の
第
二
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
業
（
同
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
な
い
期
間
に
あ

つ
て
は
、
当
該
認
定
時
に
お
い
て
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
特
定
国
際
物
流
拠
点

事
業
に
該
当
し
て
い
た
事
業
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
対
象
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
と
い

う
。）を
行
つ
て
い
た
場
合

当
該
被
合
併
法
人
の
う
ち
当
該
認
定
時
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内

に
お
い
て
当
該
対
象
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
を
開
始
し
た
日
が
最
も
早
い
法
人
が
当
該
対
象
特
定
国
際
物
流

拠
点
事
業
を
行
つ
て
い
た
期
間
の
月
数

三

法
第
六
十
条
第
一
項
の
対
象
内
国
法
人
（
同
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）と
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該
対
象
内
国
法
人
の
設
立
前
に
認
定
時
情
報
通
信
産

業
特
別
地
区
の
区
域
内
に
お
い
て
対
象
特
定
情
報
通
信
事
業
を
行
つ
て
い
た
場
合
（
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
を

除
く
。）
当
該
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該
認
定
時
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
の
区
域
内

に
お
い
て
当
該
対
象
特
定
情
報
通
信
事
業
を
行
つ
て
い
た
期
間
の
月
数

四

法
第
六
十
条
第
一
項
の
対
象
内
国
法
人
（
同
項
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）と
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該
対
象
内
国
法
人
の
設
立
前
に
認
定
時
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内
に
お
い
て
対
象
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
を
行
つ
て
い
た
場
合
（
第
二
号
に
掲
げ

る
場
合
を
除
く
。）
当
該
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該
認
定
時
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
対
象
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
を
行
つ
て
い
た
期
間
の
月
数

第
二
十
一
条
の
十
七
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
同
項
」
を
「
認
定
時
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
区
域
（
当
該

特
例
対
象
内
国
法
人
が
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
時
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
認
定
時
」
と
い
う
。）に
お
い
て
法
第
六
十
条
第
二
項
」
に
、「
地
区
（
」
を
「
地
区
の
区
域
に
該
当
し
て
い
た
区

域
を
い
う
。」に
、「「
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
」
と
い
う
」
を
「
同
じ
」
に
、「
施
行
令
」
を
「
当
該
認
定
時
に
お

い
て
施
行
令
」
に
、「
特
定
経
済
金
融
活
性
化
産
業
に
属
す
る
事
業
」
を
「
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
に
該
当
し

て
い
た
事
業
」
に
、「
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
」
を
「
対
象
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
」
に
、「
経
済
金
融
活

性
化
特
別
地
区
内
」
を
「
認
定
時
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
区
域
内
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
経
済
金
融

活
性
化
特
別
地
区
」
を
「
認
定
時
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
区
域
」
に
、「
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
」
を

「
対
象
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
八
の
四
中
「
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
六
十
一
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、「
第
八
条

の
三
の
十
、」及
び「
同
令
第
八
条
の
三
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
帳
簿
書
類
、」を
削
り
、「
第
六
十
一
条
の
四
第
六
項
」

を
「
第
六
十
一
条
の
四
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
中
「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
五
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
第
三
十
一

項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
三
十
五
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
二
第
九
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
第
十
項
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
ハ
中
「
第
三
十
九
条
第
七
項
各
号
」
を
「
第
三
十
九
条
第
八
項
各
号
」
に
、「
第
三
十
九
条
第
七
項
第
一

号
」
を
「
第
三
十
九
条
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ハ
中
「
第
三
十
九
条
第
十
項
各
号
」
を
「
第
三
十

九
条
第
十
一
項
各
号
」
に
、「
第
三
十
九
条
第
十
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
九
条
第
十
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
項
中
「
第
六
十
四
条
第
十
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第

五
号
及
び
第
七
号
中
「
第
六
十
四
条
第
八
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
六
十
四

条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
九
条
第
十
九
項
第
一
号
イ
」
を
「
第

三
十
九
条
第
二
十
三
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
九
条
第
十
九
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
九

条
第
二
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
五
号
及
び
第
十
二
項
中
「
第
三
十
九
条
第
二
十
七
項
」を「
第

三
十
九
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
八

削
除

第
二
十
条
の
十
九
中
「
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
、「
第

四
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
三
十
二
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
二

第
五
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第
三
十

二
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
五
十
五
条
第
八
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同

条
第
六
項
中
「
第
五
十
五
条
第
十
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
十
五
条
第
九

項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
八
項
」

に
改
め
、「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
分
割
承
継
法
人
等
」
と
い
う
。）」
及
び「（
当
該
分
割
承
継
法
人
等
が
連
結
子

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
分
割
承
継
法
人
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）」を
削
り
、
同
項
第
三
号

か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
十
五
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第

三
十
二
条
の
二
第
十
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
中
「
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
ま
で

削
除

第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
第
八
号
」
を
「
第
三

十
三
条
の
二
第
三
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項

第
九
号
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

九

施
行
令
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
保
険

免
許
等
に
係
る
事
業
方
法
書
等
に
記
載
さ
れ

た
賠
償
責
任
保
険

第
二
十
一
条
の
十
二
第
三
項
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
十
七
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
第
十
八
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
五
第
七
項
中
「
第
五
十
八
条
第
十
項
」
を
「
第
五
十
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
第
五
十
八
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
八
条
第
九
項
」
を
「
第

五
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、「（
当
該
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
が
連
結
子
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）」を
削
り
、
同
項
第
三
号
か
ら

第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
十
八
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。
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